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１ はじめに                          

 

（１）趣旨  

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会は、毎年、その

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を議会に提出するとともに、公表することとなっています。 

あさぎり町教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民の皆様

への説明責任を果たすため、「あさぎり町教育委員会点検・評価」として報告書にまと

めました。 

 

 

 

 

 

 

（２） 点検・評価の対象  

  点検・評価の対象は、教育委員会の活動状況等の点検のほかに、令和６年度あさぎり

町教育委員会所管の主要な事務・事業です。 

（３） 点検・評価の流れ   

（１）点検・評価表 

点検・評価表については、令和５年にあさぎり町教育委員会が策定した第３期あ

さぎり町教育振興基本計画中の「５ 具体的施策」をもとに、令和６年度の主な事

業を評価項目として作成しました。 

（２）評価委員の委嘱 

点検・評価の客観性を確保するため、有識者３名をあさぎり町教育委員会評価委

員として委嘱し、教育委員会所管事務・事業を説明する機会を設け、外部評価及び

ご意見、ご助言をいただきました。 

    氏名 久保田久男  役職等 あさぎり町学校運営協議会委員 

    氏名 平川 由起  役職等 あさぎり町地域婦人会連絡協議会 

    氏名 桑原 明彦  役職等 あさぎり町ＰＴＡ連絡協議会長 

（３）点検・評価の方法 

点検・評価は、事業の実施状況と実績に対する評価委員による外部意見を踏まえ、

「十分達成、概ね達成、やや不十分、不十分」の４段階で自己評価を行い、今後の

方針を示しました。 

 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
 

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4項の規定により事務局職員等に委任

された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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２ 教育委員会の概要                         

 

（１）教育委員会委員の職務  

教育委員会委員は、教育委員会会議に出席し教育行政の基本方針等を審議するほか、町

内小中学への学校訪問や各種教育関係行事への出席、委員研修会等を行っています。 

 

（２）教育委員会の構成  

 あさぎり町教育委員会は、次の５人で構成され、教育長の任期は３年、委員は４年とな

っています。 

 教育長と委員は、議会の同意を得て町長が任命することとなっており、教育長は、教育

員会の会務を総理し委員会を代表します。 

 また、教育長は教育委員会の決定した基本的方針を受け、事務局を指揮監督して具体の

事務を執行します。 

 

【教育委員会委員名簿】 

（令和７年７月１日現在） 

職名 氏名 

教育長 椎葉 勇二 

委員（職務代理者） 伊  啓史朗 

委員 中村 麻有 

委員 椎葉 直美 

委員 恒松 倉基 
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３ 教育委員会の活動状況                      

 

（１）教育委員会会議の開催及び審議状況 

 あさぎり町教育委員会の会議は、毎月１回の「定例会」と、必要に応じて開催する「臨

時会」があり、令和６年度は合計１４回の会議を開催し、審議等を行いました。 

① 会議の開催状況 

会議 開催数 

定例会 １２回 

臨時会 ２回 

② 審議状況 

（ア）付議案件数 

議案 １６件 

協議 ２８件 

（イ）会議に付された主な案件 

・各種委員の任命について 

・一般会計予算について 

・規則・要項の制定及び改正について 

・就学援助児童生徒の認定について 

 

（２）総合教育会議の開催及び審議状況  

 町長と教育委員会が、十分な意思疎通を図り、地域の教育課題やあるべき姿を共有して、よ

り一層民意を反映した教育行政を推進するため、町長と教育委員会が協議を行いました。 

① 会議の開催状況（令和６年度実績） 

会議 開催数 開催月 

総合教育会議 １回 １月 

② 審議状況 

（ア）協議件数 

協議事項 教育委員出席状況 

３件 ４名 

（イ）会議に付された案件 

 ・学校規模等適正化について 

・中学校部活動地域展開について 

・中学校制服について 
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 （３）その他行事の活動状況  
 

 期日 内容 場所 

学
校
教
育 

令和６年 ４月 １日 教職員等辞令交付式 せきれい館 

令和６年 ４月 ９日 小・中学校入学式 町内小・中学校 

令和６年 ８月２６日 諸表簿点検 深田小学校 

令和６年 ９月 ５日 諸表簿点検 あさぎり中学校 

令和６年１０月１６日 学校訪問（総合） 須恵小学校 

令和６年１０月２５日 学校訪問（総合） 免田小学校 

令和６年１１月 １日 学校訪問（経営） 上小学校 

令和６年１１月１２日 学校訪問（経営） 岡原小学校 

令和６年１２月 ２日 学校規模等適正化審議会 水上村立水上学園 

令和７年 ３月 ９日 中学校卒業式 あさぎり中学校 

令和７年 ３月２１日 小学校卒業式 町内小学校 

社
会
教
育 

令和６年 ５月 ９日 
～令和６年１１月１４日 文化財保護審議会（全２回） 生涯学習センター 

令和６年 ５月２８日 
～令和７年 ３月 ５日 

公民分館長会議（全２回） 生涯学習センター 

令和６年 ７月２５日 
人吉球磨人権教育研究協議会 

研究大会 生涯学習センター等 

令和６年 ８月１８日 せきれい館図書館まつり せきれい館 

令和６年 ６月２０日 
～令和６年１２月１７日 

月足さおり出前コンサート 
（全６回） 町内小・中学校 

令和６年１１月３０日 
～令和６年１２月 １日 

第７５回全国人権・同和教育研
究大会 

熊本市等 

令和７年 １月 ４日 二十歳の成人式 須恵文化ホール 

社
会
体
育 

令和６年 ４月２８日 スポーツフェスティバル 町内体育施設 

令和６年 ５月２２日 
～１０月２０日 

Ｂ＆Ｇ海洋センター開館事業 Ｂ＆Ｇ海洋センター 

令和６年 ５月２２日 
～ ９月２８日 

第７４回球磨郡民体育祭 球磨郡・霧島市 

令和６年 ８月 ６日 
～令和７年 ３月１８日 

中学校部活動地域移行検討 
協議会（全３回） 生涯学習センター 

令和６年１０月 ６日 第３回奥球磨駅伝競走大会 
多良木町、湯前町 
水上村、あさぎり町 

令和６年１１月１７日 第３回健幸駅伝大会 免田総合グラウンド 

令和６年１２月１５日 
第７２回球磨一周市町村対抗 

熊日駅伝大会 人吉市・球磨郡内 
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か

な
学

力
の

育
成

評
価

委
員

意
見

3
.3 3 3
.3

・
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

づ
く
り

や
、

板
書

も
工

夫
し

て
見

や
す

い
授

業
つ

く
り

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。

－

・
修

学
旅

行
費

の
補

助
し

て
い

た
だ

け
る

こ
と

は
あ

り
が

た
い

と
思

う
し

、
生

徒
の

様
々

な
心

の
悩

み
に

対
し

て
、

し
っ

か
り

心
の

教
室

相
談

員
が

つ
い

て
い

る
の

は
あ

り
が

た
い

と
思

い
ま

す
。

今
後

の
方

針

児
童

生
徒

が
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
、

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

力
を

育
む

と
と

も
に

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

教
育

を
推

進
す

る
。

全
て

の
児

童
生

徒
が

互
い

の
違

い
と

個
性

を
認

め
合

う
学

校
・
学

級
づ

く
り

や
、

全
て

の
児

童
生

徒
の

成
長

を
促

進
す

る
環

境
整

備
を

進
め

る
。

体
験

を
生

か
し

た
生

命
尊

重
や

思
い

や
り

の
心

な
ど

を
育

む
と

と
も

に
、

他
者

の
人

格
・
個

性
・
立

場
を

尊
重

す
る

姿
勢

を
培

う
こ

と
を

進
め

る
。
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評
価

（
４

：
十

分
達

成
　

３
：
概

ね
達

成
　

２
：
や

や
不

十
分

　
１

：
不

十
分

）

第
３

期
あ

さ
ぎ

り
町

教
育

振
興

基
本

計
画

に
お

け
る

分
類

及
び

事
業

事
業

概
要

評
価

委
員

会
評

価

教
育

委
員

会
評

価
評

価
委

員
意

見
今

後
の

方
針

・
子

ど
も

育
成

奨
励

支
援

金
事

業
・
部

活
動

運
営

費
補

助
事

業
・
各

種
大

会
出

場
費

補
助

事
業

・
芸

術
鑑

賞
補

助
事

業

・
部

活
動

や
全

国
大

会
な

ど
の

上
位

大
会

等
に

参
加

す
る

児
童

生
徒

を
支

援
す

る
た

め
、

補
助

金
を

交
付

し
て

い
る

。
現

時
点

で
の

本
年

度
実

績
は

次
の

と
お

り
。

・
子

ど
も

育
成

奨
励

支
援

金
事

業
（
申

請
件

数
7
9
件

、
1
,7

3
0
,0

0
0
円

）
・
部

活
動

運
営

費
補

助
金

（
あ

さ
ぎ

り
中

学
校

1
件

、
1
,1

5
8
,0

0
0
円

）
・
各

種
大

会
出

場
費

補
助

金
（
あ

さ
ぎ

り
中

学
校

2
8
件

、
1
,1

6
7
,0

5
0
円

）
・
芸

術
鑑

賞
補

助
金

（
小

学
校

５
校

2
5
0
,0

0
0
円

、
中

学
校

1
0
0
,0

0
0
円

）

・
中

学
校

部
活

動
地

域
移

行
検

討
協

議
会

・
中

学
校

部
活

動
の

地
域

移
行

に
つ

い
て

の
協

議
検

討
を

本
年

度
は

先
進

地
視

察
含

め
4
回

実
施

。
・
1
1
/
1
8
は

熊
本

県
体

育
保

健
課

職
員

か
ら

国
・
県

の
方

向
性

を
説

明
い

た
だ

き
、

1
2
/
2
4
は

玉
名

市
と

玉
東

町
を

視
察

。

・
就

学
時

健
診

事
業

来
年

度
新

入
学

予
定

児
童

の
心

身
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

義
務

教
育

学
校

へ
の

就
学

に
当

た
っ

て
、

保
健

上
必

要
な

勧
告

・
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
適

正
な

就
学

を
図

る
た

め
実

施
し

、
9
7
人

が
受

診
し

た
。

・
フ

ッ
化

物
洗

口
事

業
・
各

学
校

で
年

度
初

め
に

希
望

調
査

を
行

い
希

望
す

る
児

童
・
生

徒
に

ほ
ぼ

毎
週

実
施

。
・
フ

ッ
化

物
洗

口
作

成
は

教
育

委
員

会
で

行
っ

て
い

る
。

・
今

年
度

希
望

児
童

・
生

徒
数

（
小

学
校

７
３

０
人

、
中

学
校

４
４

３
人

）

・
子

ど
も

の
移

動
経

路
交

通
安

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
２

月
上

旬
に

関
係

機
関

立
ち

合
い

に
よ

る
危

険
個

所
の

現
地

視
察

。
・
２

月
下

旬
に

交
通

安
全

推
進

会
議

を
実

施
。

・
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業

・
共

同
調

理
場

方
式

に
よ

る
運

営
で

調
理

配
送

は
委

託
業

務
と

し
栄

養
教

諭
ほ

か
セ

ン
タ

ー
職

員
３

名
配

置
・
給

食
提

供
者

数
は

延
べ

1
3
6
8
人

（
児

童
7
3
3
人

・
生

徒
4
4
3
人

・
教

職
員

等
1
7
2
人

・
そ

の
他

試
食

会
等

2
0

人
）
で

、
児

童
生

徒
の

給
食

費
無

償
化

実
施

に
よ

り
、

5
2
,5

6
7
千

円
（
高

騰
据

置
分

を
含

む
総

額
は

6
3
,0

3
5
千

円
）
の

支
援

を
行

っ
た

。
・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

は
管

内
で

群
を

抜
く
3
8
品

目
に

対
応

中
で

、
前

年
比

で
3
品

目
増

加
し

た
。

ま
た

、
栄

養
教

諭
を

中
心

に
咀

嚼
指

導
を

徹
底

す
る

こ
と

で
ウ

ズ
ラ

の
玉

子
な

ど
も

提
供

を
行

っ
て

い
る

。

・
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
事

業

【
地

域
学

校
協

働
活

動
】

・
町

内
小

・
中

学
校

の
教

育
活

動
（
社

会
科

・
生

活
科

・
家

庭
科

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

や
読

み
聞

か
せ

、
交

通
指

導
等

）
を

支
援

す
る

た
め

に
、

専
任

の
推

進
員

を
配

置
し

、
学

校
と

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

連
携

・
協

働
し

て
取

り
組

み
、

学
習

成
果

の
充

実
が

図
れ

た
。

・
小

中
学

校
で

１
７

６
回

開
催

。
【
地

域
未

来
塾

】
・
中

学
校

3
年

生
の

希
望

者
（
8
1
人

）
を

対
象

に
、

1
・
2
学

期
の

放
課

後
（
1
0
回

）
と

夏
季

休
業

日
（
6
回

）
に

、
町

内
の

元
教

員
や

大
学

生
等

が
数

学
と

英
語

の
補

習
指

導
を

行
い

、
生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
が

図
れ

た
。

【
小

学
校

あ
さ

ぎ
り

チ
ャ

レ
ン

ジ
塾

】
・
町

内
5
小

学
校

の
３

年
生

（
5
8
人

）
の

希
望

者
を

対
象

に
、

夏
季

休
業

日
(5

日
間

)に
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
が

国
語

・
算

数
の

補
習

支
援

を
行

い
、

基
礎

学
力

と
学

習
習

慣
の

定
着

が
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
く
ま

も
と

「
親

の
学

び
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

活
用

事
業

就
学

前
検

診
な

ど
、

保
護

者
が

多
く
集

ま
る

機
会

に
、

親
と

子
の

か
か

わ
り

方
の

参
加

型
講

義
を

開
催

し
、

親
同

士
も

顔
見

知
り

に
な

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
家

庭
教

育
支

援
事

業
（
家

庭
教

育
講

演
会

）
学

校
授

業
参

観
後

の
保

護
者

に
対

し
、

外
部

か
ら

の
講

師
を

招
き

、
よ

り
深

い
学

び
を

提
供

す
る

講
演

会
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（ １ ） 学 校 教 育

3
.7

オ
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
等

と
の

連
携

・
協

働
の

推
進

エ
　

健
や

か
な

体
の

育
成

2 4

2
.8

・
中

学
校

部
活

動
地

域
移

行
に

つ
い

て
の

協
議

会
が

4
回

実
施

の
た

め
か

評
価

が
低

い
が

、
給

食
費

の
無

償
化

も
行

っ
て

い
る

の
で

、
私

は
概

ね
達

成
と

思
い

ま
す

。

・
中

学
校

部
活

動
地

域
移

行
は

熟
考

の
う

え
、

慎
重

に
進

め
て

頂
き

た
い

。

・
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
の

ア
レ

ル
ギ

ー
対

策
、

咀
嚼

指
導

等
素

晴
ら

し
い

取
組

だ
と

思
っ

た
。

予
算

の
問

題
等

大
変

と
は

思
う

が
、

食
育

は
基

本
中

の
基

本
、

他
の

予
算

を
削

っ
て

で
も

子
供

た
ち

の
心

の
ゆ

と
り

に
繋

が
る

よ
う

な
、

満
足

で
き

る
も

の
に

し
て

欲
し

い
。

・
私

も
読

み
聞

か
せ

を
各

小
・
中

学
校

に
行

っ
て

い
る

が
、

本
離

れ
が

進
む

中
、

こ
れ

か
ら

も
読

み
聞

か
せ

を
通

し
て

、
本

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
生

活
・
家

庭
科

、
読

み
聞

か
せ

、
小

学
生

の
補

習
等

、
婦

人
会

で
も

ご
協

力
で

き
る

こ
と

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

児
童

生
徒

の
体

力
・
運

動
能

力
の

向
上

の
た

め
、

各
種

支
援

と
部

活
動

等
の

改
善

及
び

外
部

人
材

の
活

用
等

や
、

食
育

の
推

進
を

図
る

。

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
そ

れ
ぞ

れ
が

連
携

・
協

働
し

、
児

童
生

徒
の

健
や

か
な

成
長

を
支

援
す

る
。
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評
価

（
４

：
十

分
達

成
　

３
：
概

ね
達

成
　

２
：
や

や
不

十
分

　
１

：
不

十
分

）

第
３

期
あ

さ
ぎ

り
町

教
育

振
興

基
本

計
画

に
お

け
る

分
類

及
び

事
業

事
業

概
要

評
価

委
員

会
評

価

教
育

委
員

会
評

価
評

価
委

員
意

見
今

後
の

方
針

・
中

学
校

長
寿

命
化

改
修

事
業

（
屋

内
運

動
場

工
事

等
）

【
施

設
概

要
】
屋

内
運

動
場

棟
（
面

積
:1

,3
9
3
㎡

、
建

築
:S

5
8
年

度
、

構
造

:R
C

造
2
階

建
）

【
改

修
内

容
】
屋

根
塗

装
、

内
外

装
、

建
具

等
に

経
年

劣
化

が
見

ら
れ

て
い

た
め

、
あ

さ
ぎ

り
町

公
共

施
設

個
別

施
設

計
画

Ｐ
4
6
・
4
7
（
令

和
3
年

3
月

策
定

）
に

基
づ

き
、

全
面

改
修

や
空

調
設

備
設

置
し

、
老

朽
化

し
た

学
校

施
設

の
改

修
に

よ
り

、
安

全
で

快
適

な
教

育
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。
【
請

負
者

】
丸

昭
・
勇

特
定

建
設

工
事

共
同

企
業

体

・
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

運
営

支
援

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

委
託

業
務

・
学

校
に

整
備

し
た

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
用

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
用

端
末

を
潤

沢
に

活
用

す
る

た
め

、
富

士
フ

イ
ル

ム
ビ

ジ
ネ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

（
株

）
熊

本
支

社
と

業
務

委
託

を
締

結
。

・
運

営
支

援
会

議
開

催
３

回
/
年

・
学

校
教

育
IC

T
活

用
支

援
業

務
（
株

）
オ

カ
モ

ト
と

業
務

委
託

を
締

結
し

、
６

校
・
１

回
３

時
間

・
月

３
回

を
目

途
に

、
「
Ｇ

ＩＧ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

」
に

よ
り

実
現

さ
れ

る
新

た
な

学
び

に
対

応
す

る
た

め
、

学
校

に
お

け
る

機
器

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

の
使

用
方

法
の

周
知

や
使

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
等

を
行

う
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
タ

ー
を

学
校

に
配

置
。

・
就

学
援

助
事

業
(準

要
保

護
)・

遠
距

離
通

学
補

助
事

業

・
小

学
校

の
通

学
距

離
に

つ
い

て
は

、
お

お
む

ね
４

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
内

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
こ

れ
を

超
え

る
通

学
距

離
と

な
る

下
乙

、
永

才
地

区
（
番

地
が

３
０

０
０

番
台

）
の

小
学

校
１

～
３

年
生

ま
で

の
児

童
に

対
し

バ
ス

定
期

券
の

交
付

を
行

っ
て

い
る

。
・
今

年
度

対
象

者
は

４
名

。

・
教

職
員

等
研

修
会

・
町

内
教

職
員

を
対

象
に

、
喫

緊
の

課
題

に
対

す
る

講
話

・
演

習
を

選
定

し
て

毎
年

実
施

。
・
今

年
度

は
、

８
月

９
日

に
せ

き
れ

い
館

で
熊

本
の

学
び

及
び

地
域

と
の

連
携

協
働

に
関

す
る

講
話

・
演

習
を

実
施

。
１

０
０

人
参

加
。

・
教

員
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

実
施

・
年

に
１

回
実

施
。

・
リ

ス
ク

の
高

い
職

員
を

早
期

に
発

見
し

、
専

門
医

受
診

に
つ

な
げ

る
こ

と
で

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
不

調
を

未
然

に
防

止
。

・
検

査
結

果
を

集
団

分
析

し
職

場
に

お
け

る
ス

ト
レ

ス
要

因
を

評
価

し
、

職
場

環
境

の
改

善
に

つ
な

げ
る

。
・
今

年
度

は
９

９
名

受
験

。

・
図

書
館

事
業

・
あ

さ
ぎ

り
町

に
は

「
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
図

書
館

」
「
せ

き
れ

い
館

図
書

館
」
が

あ
り

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

を
一

般
図

書
、

せ
き

れ
い

館
を

児
童

図
書

と
区

分
け

を
行

っ
て

運
営

し
て

い
る

。
・
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
：
蔵

書
数

１
１

，
７

３
４

冊
・
せ

き
れ

い
館

：
蔵

書
数

８
，

２
９

６
冊

・
毎

月
の

広
報

誌
で

新
刊

、
特

集
コ

ー
ナ

ー
の

紹
介

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

「
図

書
館

ま
つ

り
」
を

開
催

し
、

読
み

聞
か

せ
や

本
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

行
い

、
利

用
者

の
増

を
図

っ
て

い
る

。

・
町

社
会

教
育

団
体

育
成

指
導

各
団

体
（
婦

人
会

、
青

年
団

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
文

化
協

会
、

子
ど

も
会

）
へ

運
営

補
助

を
交

付
し

、
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

・
公

民
分

館
等

施
設

整
備

費
補

助
事

業

・
公

民
分

館
の

改
修

費
1
/
3
補

助
の

事
業

。
・
8
公

民
分

館
か

ら
の

申
請

が
あ

り
、

シ
ロ

ア
リ

駆
除

、
エ

ア
コ

ン
設

置
、

照
明

L
E
D

化
、

水
洗

便
器

取
り

換
え

な
ど

に
活

用
さ

れ
た

。

（ １ ） 学 校 教 育 （ ２ ） 生 涯 学 習 ・ 生 涯 ス ポ ー ツ

3
.7 3

キ
　

教
員

の
資

質
向

上

カ
　

社
会

の
変

化
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進

ア
　

生
涯

学
習

の
推

進

334

3
.3

・
町

社
会

教
育

団
体

育
成

指
導

の
運

営
補

助
金

交
付

は
有

難
い

限
り

で
す

。
会

員
減

少
が

進
む

中
、

運
営

も
な

か
な

か
難

し
い

局
面

を
迎

え
て

お
り

ま
す

。
交

付
金

は
助

か
り

ま
す

が
、

運
営

存
続

の
知

恵
も

頂
き

た
い

。
各

団
体

同
じ

よ
う

な
状

況
と

思
わ

れ
る

。

・
Ｇ

ＩＧ
Ａ

ス
ク

ー
ル

運
営

に
関

し
て

、
時

代
の

流
れ

的
に

必
要

だ
と

思
う

が
、

そ
れ

を
使

う
こ

と
に

よ
る

健
康

面
（
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト
等

）
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
等

に
不

安
あ

り
。

・
現

在
子

育
て

中
の

保
護

者
は

、
学

校
の

リ
ア

ル
を

把
握

さ
れ

て
い

る
の

だ
ろ

う
が

、
あ

さ
ぎ

り
広

報
に

も
、

今
の

学
校

で
起

き
て

い
る

こ
と

、
困

っ
て

い
る

こ
と

等
、

学
校

通
信

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
た

ら
よ

い
と

思
う

。

・
統

合
時

に
新

築
も

検
討

さ
れ

た
が

、
一

部
改

修
と

な
っ

た
経

緯
が

あ
る

が
、

現
在

の
高

騰
（
建

設
資

材
等

）
を

考
え

る
と

、
思

い
切

っ
た

新
築

が
良

か
っ

た
の

で
は

。

・
中

学
校

校
舎

内
に

結
露

す
る

箇
所

が
あ

る
。

－

安
全

・
安

心
か

つ
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

環
境

づ
く
り

の
た

め
、

施
設

・
設

備
の

計
画

的
な

更
新

を
図

る
。

教
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

働
き

方
改

革
の

充
実

を
図

る
。

生
涯

に
わ

た
っ

て
自

ら
を

高
め

、
豊

か
な

人
生

を
送

れ
る

よ
う

主
体

的
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

生
涯

学
習

の
機

会
の

充
実

を
図

る
。

7



評
価

（
４

：
十

分
達

成
　

３
：
概

ね
達

成
　

２
：
や

や
不

十
分

　
１

：
不

十
分

）

第
３

期
あ

さ
ぎ

り
町

教
育

振
興

基
本

計
画

に
お

け
る

分
類

及
び

事
業

事
業

概
要

評
価

委
員

会
評

価

教
育

委
員

会
評

価
評

価
委

員
意

見
今

後
の

方
針

・
Ｂ

＆
Ｇ

海
洋

セ
ン

タ
ー

開
館

事
業

・
住

民
の

体
力

向
上

と
健

康
増

進
等

を
図

る
た

め
、

5
月

2
2
日

～
1
0
月

2
0
日

の
9
時

か
ら

2
1
時

に
プ

ー
ル

を
開

館
（
毎

週
火

曜
休

館
）

・
今

年
度

利
用

者
は

8
,9

9
1
名

で
、

R
5
年

度
の

7
,8

6
2
名

か
ら

約
1
4
％

の
増

。

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
「
ふ

れ
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

あ
さ

ぎ
り

」
健

康
で

活
気

あ
る

地
域

や
人

づ
く
り

を
目

的
と

し
、

2
0
種

目
に

4
7
8
名

が
加

入
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員

・
球

磨
人

吉
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
合

同
研

修
会

(あ
さ

ぎ
り

町
)

・
第

6
3
回

全
国

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
究

協
議

会
(宮

崎
県

)
・
第

6
7
回

九
州

地
区

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
究

大
会

兼
第

6
2
回

熊
本

県
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
研

修
会

(熊
本

市
)

・
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

・
4
月

2
8
日

、
地

域
住

民
の

団
結

と
健

康
増

進
並

び
に

体
力

づ
く
り

を
目

的
に

、
町

内
3
会

場
で

分
館

対
抗

の
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
バ

レ
ー

を
実

施
。

・
4
3
行

政
区

か
ら

8
2
チ

ー
ム

6
0
6
名

が
参

加
。

・
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
は

前
日

の
悪

天
候

に
よ

り
中

止
。

・
夏

期
巡

回
ラ

ジ
オ

体
操

・
み

ん
な

の
体

操
会

・
町

民
の

健
康

増
進

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

と
し

て
ラ

ジ
オ

体
操

会
を

免
田

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

実
施

。
・
参

加
者

は
5
8
5
名

。
・
令

和
4
年

度
か

ら
2
年

ぶ
り

の
開

催
。

・
奥

球
磨

駅
伝

競
走

大
会

・
1
0
月

6
日

、
水

上
村

、
湯

前
町

、
多

良
木

町
、

あ
さ

ぎ
り

町
を

コ
ー

ス
と

し
た

大
会

を
実

施
。

・
全

国
各

地
か

ら
高

校
の

部
に

5
7
チ

ー
ム

、
大

学
・
実

業
団

の
部

に
2
0
チ

ー
ム

が
出

場
。

・
健

幸
駅

伝
大

会
・
1
1
月

1
7
日

、
町

民
の

健
康

と
体

力
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

免
田

総
合

体
育

セ
ン

タ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
周

辺
を

周
回

コ
ー

ス
に

て
実

施
。

・
2
3
チ

ー
ム

出
場

。

・
学

校
体

育
施

設
・
社

会
体

育
施

設
の

利
用

人
数

令
和

６
年

度
の

利
用

人
数

は
1
7
4
,0

4
9
人

。

・
社

会
体

育
施

設
の

維
持

管
理

避
難

所
と

な
っ

て
い

る
深

田
高

山
運

動
公

園
体

育
館

の
ト

イ
レ

を
和

式
か

ら
洋

式
に

改
修

。
そ

の
他

の
施

設
に

お
い

て
は

、
利

用
者

か
ら

の
要

望
に

よ
り

適
宜

修
繕

対
応

を
行

っ
て

い
る

。

・
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
及

び
芸

術
・

文
化

コ
ン

ク
ー

ル
出

場
奨

励
金

・
社

会
人

に
対

し
全

国
大

会
等

参
加

へ
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
・
申

請
件

数
3
6
件

、
2
7
0
,0

0
0
円

。

・
県

立
劇

場
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
事

業
・
熊

本
県

立
劇

場
と

の
共

催
事

業
。

町
内

の
小

学
校

5
年

生
を

対
象

に
、

音
楽

室
で

の
出

前
授

業
を

実
施

。
演

奏
家

が
子

ど
も

達
の

間
近

で
演

奏
し

、
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
須

恵
文

化
ホ

ー
ル

自
主

文
化

事
業

・
7
月

1
3
日

の
「
三

遊
亭

好
楽

落
語

会
」
は

5
0
0
名

満
席

。
・
1
0
月

2
0
日

の
「
サ

ン
ド

ア
ー

ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

」
は

来
場

者
計

2
8
0
名

。
・
い

ず
れ

も
、

郡
市

内
の

み
な

ら
ず

県
内

各
地

か
ら

の
来

場
が

あ
っ

た
。

・
せ

き
れ

い
館

自
主

事
業

・
8
月

1
8
日

、
夏

休
み

の
子

ど
も

た
ち

と
保

護
者

を
対

象
に

、
Ａ

Ｌ
Ｔ

に
よ

る
英

語
の

読
み

聞
か

せ
劇

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
お

め
ん

づ
く
り

）
及

び
劇

団
ぱ

れ
っ

と
に

よ
る

人
形

劇
「
赤

ず
き

ん
」
を

実
施

.。
参

加
者

は
1
2
5
名

。

（ ２ ） 生 涯 学 習 ・ 生 涯 ス ポ ー ツ

ア
　

文
化

芸
術

環
境

の
創

造

ウ
　

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
関

連
施

設

イ
　

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進

4
3
.7

2
.3

3
.7

4

（ ３ ） 文 化 芸 術 の 振 興

2

・
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
行

っ
て

も
ら

っ
て

い
る

が
、

分
館

対
抗

で
な

く
、

そ
し

て
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
バ

レ
ー

や
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
に

と
ら

わ
れ

な
い

自
由

参
加

型
の

遊
び

を
取

り
入

れ
た

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
に

な
る

と
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
人

口
減

少
も

あ
り

、
選

手
決

め
も

大
変

に
な

っ
て

く
る

と
思

う
し

、
も

っ
と

気
楽

に
自

ら
参

加
し

た
い

と
思

え
る

よ
う

な
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
あ

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

・
ス

ポ
ー

ツ
テ

ス
ト

（
体

力
測

定
）
を

実
施

し
て

ほ
し

い
。

自
分

の
体

を
知

っ
て

こ
そ

、
や

る
気

が
起

き
る

。

・
健

幸
駅

伝
大

会
は

、
参

加
チ

ー
ム

が
少

な
い

の
で

は
。

・
合

併
し

て
2
0
年

経
っ

た
。

も
う

そ
ろ

そ
ろ

、
町

全
体

の
町

民
体

育
祭

が
必

要
で

は
な

い
か

。

・
避

難
所

と
な

っ
て

い
る

施
設

の
空

調
設

備
も

課
題

に
な

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

近
年

の
異

常
気

象
か

ら
、

災
害

や
避

難
の

回
数

が
増

え
て

く
る

の
で

は
。

・
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
ジ

ム
を

作
っ

て
も

ら
い

た
い

。

・
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

等
、

プ
ロ

の
音

楽
を

聴
く

機
会

を
広

げ
ら

れ
な

い
か

。

・
娯

楽
施

設
の

乏
し

い
郡

市
で

あ
る

の
で

、
文

化
ホ

ー
ル

等
の

施
設

活
用

を
。

自
主

事
業

等
の

予
算

拡
大

を
。

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

幸
福

で
豊

か
な

生
活

を
営

む
こ

と
を

目
指

す
た

め
、

幼
児

期
か

ら
老

年
期

ま
で

、
町

民
が

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
め

る
施

策
の

展
開

を
図

る
。

施
設

の
安

全
・
快

適
性

を
確

保
し

、
安

心
し

て
利

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
環

境
整

備
に

努
め

る
。

優
れ

た
文

化
芸

術
に

気
軽

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
機

会
の

充
実

に
努

め
る

。
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評
価

（
４

：
十

分
達

成
　

３
：
概

ね
達

成
　

２
：
や

や
不

十
分

　
１

：
不

十
分

）

第
３

期
あ

さ
ぎ

り
町

教
育

振
興

基
本

計
画

に
お

け
る

分
類

及
び

事
業

事
業

概
要

評
価

委
員

会
評

価

教
育

委
員

会
評

価
評

価
委

員
意

見
今

後
の

方
針

・
文

化
財

保
護

審
議

会

・
今

年
度

は
2
回

の
会

議
を

実
施

。
・
文

化
財

保
護

事
業

の
内

容
の

確
認

や
町

指
定

文
化

財
修

理
補

助
事

業
へ

の
補

助
金

の
交

付
等

に
つ

い
て

協
議

を
行

っ
た

。
・
委

員
の

研
修

と
し

て
熊

本
県

文
化

財
保

護
協

会
主

催
の

研
修

会
（
8
/
7
）
と

熊
本

県
文

化
財

保
護

大
会

（
1
1
/
1
8
）
に

参
加

し
た

。

・
文

化
財

防
火

デ
ー

に
伴

う
防

火
訓

練

・
「
第

7
1
回

文
化

財
防

火
デ

ー
」
に

伴
う

、
町

民
を

対
象

と
し

た
防

火
訓

練
を

例
年

実
施

し
て

い
る

（
内

容
：
通

報
訓

練
、

放
水

訓
練

、
初

期
消

火
訓

練
等

）
。

・
今

年
度

は
免

田
の

築
地

熊
野

神
社

・
薬

師
堂

（
築

地
）
で

計
画

し
て

い
た

が
、

雨
天

の
た

め
中

止
。

・
町

所
有

文
化

財
の

清
掃

管
理

業
務

委
託

（
才

園
古

墳
、

勝
福

寺
跡

他
）

町
所

有
の

指
定

文
化

財
や

関
連

施
設

の
清

掃
管

理
業

務
委

託
。

・
岡

原
霧

島
神

社
公

衆
ト

イ
レ

清
掃

管
理

業
務

委
託

（
契

約
額

：
3
7
,0

4
4
円

）
・
才

園
古

墳
公

園
清

掃
管

理
業

務
委

託
（
契

約
額

：
3
0
,0

0
0
円

）
・
宮

原
観

音
堂

合
併

浄
化

槽
維

持
管

理
業

務
委

託
（
契

約
額

：
2
0
7
,4

6
0
円

）
・
勝

福
寺

跡
（
荒

茂
毘

沙
門

堂
・
古

塔
碑

群
）
清

掃
管

理
業

務
委

託
　

（
契

約
額

：
1
8
0
,0

0
0
円

）
・
町

内
遺

跡
清

掃
管

理
業

務
委

託
（
契

約
額

：
1
5
8
,9

6
4
円

　
※

実
績

額
：
1
1
9
,4

7
6
円

）

・
町

有
財

産
管

理
事

業
（
丸

池
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
）

①
管

理
業

務
委

託
　

・
丸

池
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
公

園
清

掃
管

理
業

務
委

託
（
契

約
額

：
1
,5

1
2
,5

0
0
円

）
　

　
…

丸
池

の
年

間
管

理
（
除

草
作

業
）
及

び
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
の

植
生

確
認

。
②

保
全

対
策

事
業

　
・
夏

の
丸

池
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
公

園
観

察
会

（
7
/
3
0
）
 参

加
者

1
6
名

。
　

　
…

リ
ュ

ウ
キ

ン
カ

を
は

じ
め

と
す

る
丸

池
の

植
物

・
生

物
の

観
察

会
を

実
施

。
　

・
丸

池
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
公

園
談

話
会

（
3
/
2
2
）
　

参
加

者
2
6
名

。
　

　
…

丸
池

の
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
の

調
査

員
に

よ
る

調
査

結
果

報
告

と
参

加
者

と
の

意
見

交
換

会
を

実
施

。

・
文

化
財

保
存

事
業

費
補

助
事

業

今
年

度
は

3
件

の
事

業
に

対
し

、
補

助
金

を
交

付
。

①
築

串
六

地
蔵

立
木

伐
採

工
事

事
業

　
（
総

事
業

費
：
1
,4

9
3
,3

2
7
円

　
補

助
金

額
：
1
,1

1
9
,0

0
0
円

）
②

谷
水

薬
師

尊
堂

階
段

取
替

工
事

事
業

　
（
総

事
業

費
：
8
9
6
,9

6
7
円

　
補

助
金

額
：
6
4
6
,9

6
7
円

）
③

誓
願

寺
阿

弥
陀

堂
屋

根
改

修
工

事
事

業
　

（
総

事
業

費
：
9
0
2
,5

9
4
円

　
補

助
金

額
：
6
5
2
,5

9
4
円

）
※

繰
越

事
業

・
文

化
財

講
座

・
あ

さ
ぎ

り
町

の
文

化
財

・
歴

史
を

町
内

外
に

広
く
周

知
し

、
町

民
の

文
化

的
向

上
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

令
和

３
年

度
よ

り
開

催
し

て
い

る
。

・
今

年
度

は
、

座
学

3
回

、
体

験
講

座
（
銅

鏡
鋳

造
体

験
・
曲

げ
わ

っ
ぱ

作
り

）
2
回

を
開

催
し

、
座

学
①

は
2
5

名
、

座
学

②
は

3
1
名

、
座

学
③

は
5
3
名

、
銅

鏡
鋳

造
体

験
は

1
3
名

、
曲

げ
わ

っ
ぱ

作
り

は
6
名

が
参

加
し

た
。

・
出

前
講

座
（
各

団
体

か
ら

の
要

請
に

よ
る

も
の

）
・
各

団
体

（
町

外
を

含
む

）
か

ら
の

要
請

に
応

じ
、

町
内

の
歴

史
・
文

化
財

に
関

す
る

出
前

講
座

を
開

催
。

・
要

請
件

数
は

1
3
件

、
受

講
人

数
は

1
9
9
名

。

・
郷

土
学

習
（
小

・
中

学
校

か
ら

の
要

請
に

よ
る

も
の

）
・
町

内
の

小
・
中

学
校

か
ら

の
要

請
に

応
じ

、
町

内
の

歴
史

・
文

化
財

に
関

す
る

出
前

講
座

を
開

催
。

・
要

請
件

数
は

5
件

、
受

講
人

数
は

計
2
7
1
名

。

・
伝

統
芸

能
保

存
継

承
費

補
助

事
業

町
内

の
保

持
団

体
の

う
ち

、
6
団

体
か

ら
申

請
を

受
け

て
い

る
。

①
柳

別
府

太
鼓

踊
り

保
存

会
　

②
下

免
田

太
鼓

踊
り

保
存

会
　

③
下

免
田

猿
踊

り
保

存
会

　
④

九
州

相
良

古
代

踊
り

保
存

会
　

⑤
上

手
・
石

坂
棒

踊
り

保
存

会
　

⑥
庄

屋
臼

太
鼓

踊
り

保
存

会

月
足

さ
お

り
出

前
コ

ン
サ

ー
ト

・
人

権
教

育
の

一
環

と
し

て
、

月
足

さ
お

り
氏

の
ピ

ア
ノ

コ
ン

サ
ー

ト
を

町
内

全
小

・
中

学
校

で
開

催
。

・
先

天
性

の
病

気
を

持
ち

な
が

ら
音

楽
活

動
を

続
け

る
月

足
氏

の
演

奏
や

話
を

聞
く
こ

と
で

、
一

つ
し

か
な

い
尊

い
命

の
大

切
さ

や
周

り
の

人
々

へ
の

感
謝

の
思

い
、

音
楽

の
素

晴
ら

し
さ

を
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

人
吉

球
磨

人
権

教
育

研
究

大
会

・
差

別
の

な
い

人
権

共
存

社
会

の
実

現
や

、
人

権
教

育
・
啓

発
活

動
の

推
進

を
目

的
に

研
修

会
を

開
催

。
日

本
オ

リ
ン

ピ
ア

ン
ズ

協
会

の
木

村
隆

氏
を

講
師

と
し

、
「
ス

ポ
ー

ツ
と

人
権

、
同

和
問

題
」
と

題
し

実
施

。
・
参

加
者

は
3
3
名

。

全
国

人
権

・
同

和
教

育
研

究
大

会
・
1
1
月

3
0
日

～
1
2
月

1
日

、
部

落
差

別
を

は
じ

め
あ

ら
ゆ

る
差

別
を

無
く
し

、
誰

も
が

幸
福

に
生

き
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

づ
く
り

を
目

的
に

、
1
3
年

ぶ
り

に
九

州
地

区
で

開
催

。
・
2
日

間
を

通
し

て
7
4
名

参
加

。

イ
　

文
化

財
の

保
存

・
活

用
（
保

存
、

文
化

財
理

解
、

郷
土

愛
）

3
.7

（ ４ ） 人 権 尊 重 の 推 進

3

ウ
　

伝
統

芸
能

の
保

存
・
継

承

ア
　

人
権

教
育

・
啓

発
の

推
進

423

（ ３ ） 文 化 芸 術 の 振 興

・
夏

祭
り

等
、

伝
統

芸
能

披
露

の
場

を
提

供
で

き
な

い
か

。

・
あ

さ
ぎ

り
町

は
人

権
に

対
し

て
、

月
足

先
生

を
は

じ
め

子
供

た
ち

は
素

晴
ら

し
い

教
育

を
受

け
て

い
る

と
思

い
ま

し
た

。

・
文

化
財

の
保

護
事

業
を

し
っ

か
り

や
っ

て
お

ら
れ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

が
、

な
か

な
か

認
知

度
が

低
く
、

せ
っ

か
く
あ

さ
ぎ

り
ク

エ
ス

ト
な

ど
ゲ

ー
ム

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
あ

る
の

で
、

も
っ

と
活

用
で

き
れ

ば
と

思
い

ま
し

た
。

・
町

有
文

化
財

の
清

掃
活

動
に

、
小

・
中

学
生

を
参

加
さ

せ
て

は
ど

う
か

。
授

業
の

一
つ

と
し

て
（
例

：
遠

足
の

時
、

奉
仕

作
業

）
。

文
化

財
を

知
る

機
会

に
な

る
と

思
う

。

・
丸

池
リ

ュ
ウ

キ
ン

カ
の

視
察

に
行

か
せ

て
も

ら
っ

た
が

、
水

不
足

の
問

題
は

ど
う

な
っ

た
の

か
。

早
急

な
対

応
が

必
要

な
よ

う
に

感
じ

た
。

・
文

化
財

講
座

は
と

て
も

良
い

。
こ

れ
か

ら
も

ず
っ

と
続

け
て

ほ
し

い
。

人
権

尊
重

の
意

識
や

行
動

が
定

着
す

る
よ

う
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
と

ら
え

て
人

権
教

育
と

人
権

啓
発

を
推

進
す

る
。

2

普
及

活
動

を
通

じ
て

、
町

民
の

文
化

財
に

対
す

る
意

識
や

関
心

を
高

め
、

連
携

・
協

働
に

よ
る

文
化

財
の

保
存

・
活

用
を

図
る

。

伝
統

芸
能

や
伝

承
文

化
の

保
存

と
継

承
の

た
め

、
助

言
・
指

導
に

努
め

る
。
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(1) 基本理念 

 

 

 

 

 ○ 本町は、「若者が活躍するまち 豊かなまち 幸せ感じるまち」の実

現を目指しています。また、将来「様々な人たちが、様々なポジション

で、様々な活躍をして、活気のある町」をイメージしてまちづくりに取

り組んでいます。 

○ 社会が安定期から変革期に移行する時代において、人口減少社会、少

子・高齢化、多様な価値観の広がり、育児・家事・仕事のジェンダー平

等、デジタル化、地球温暖化など、多くの課題が存在しています。 

 このような状況の中、これからの社会を見据え、願うことは、どのよ

うな社会状況においても、夢や希望をもち、自ら学び、自ら考え、主体

的に判断・行動しながら、いきいきと躍動する町民の姿です。また、町

民一人一人がお互いを尊重し、支え合い、高め合いながら共に生きる社

会の姿です。そして、そのような町民を育て、社会をつくることが、人

づくりを担う教育の大切な役割と考えます。 

 ○ 以上のようなことから、一人一人が自分の可能性を信じ、夢や希望を

もって、自らの人生とあさぎり町の未来を切り拓いていってほしいとい

う思いを込めて、教育振興基本計画の基本理念を「夢や希望をもち 未

来を切り拓く 人づくり」と掲げ、さらなる本町教育の振興を図ります。 

◇ ＳＤＧｓと教育 

 ○ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）は、

「誰ひとり取り残さない」を理念とし、実現に向けた１７の目標を掲げて

います。このうち教育は目標４「質の高い教育をみんなに」に掲げられ、

すべてのＳＤＧｓに関わる取組の基礎となるものです。 

ＳＤＧｓの理念や目標を実現していくためには、現代社会が直面する環

境、貧困、人権、平和、開発といったグローバルな課題を自らの問題とし

４ 基本理念と基本目標 

夢や希望をもち 

      未来を切り拓く 人づくり 

 

参考資料 
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て捉え、身近なところから取り組むことにより、課題の解決につながる新

たな価値観や行動を生み出して行くことが求められます。 

 

(2) 基本目標 

 

学校教育においては、次代を担う子どもたちの自立と成長を保障するために、

「生きる力」を一人一人に確実に身に付けさせることが求められています。学

習指導要領では、「確かな学力」、「豊かな人間性」、「健康・体力」が、「生きる

力」の３つの柱とされており、これらのバランスのとれた教育を進めることが

重要です。一人一人の子どもに応じた、きめ細かな教育を推進し、子どもたち

ア 子どもたち一人一人の「生きる力」を育みます 
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の自己実現に向け、「生きる力」を育みます。 

 

社会の変化に伴い、家庭や地域の在り方、その機能も変化しています。家庭

や地域の自主性を尊重しつつ、子どもたちを中心にし、学校・家庭・地域・行

政がそれぞれの役割と責任を自覚し、互いに連携しながら、地域社会全体で教

育を推進することが求められています。地域の多くの大人が子どもへの教育に

ついて関心をもち、地域社会全体で五者連携による子どもを育む気運を高め、

地域社会の教育力を高めます。 

 

人生１００年時代、Society5.0など、私たちの暮らしにとって大きな転換点

を迎える中で、時代の変化に柔軟に対応し、豊かな人生を送ることができるよ

う、生涯学習の充実が求められています。町民が自ら生涯にわたって学習し、

その成果を、日々の生活や働くこと、地域・社会の問題解決につなげていける

ように、人と地域を育む生涯学習・スポーツ・文化活動の推進を図ります。 

 

本町をはじめ人吉球磨地域は文化財の宝庫と言われています。郷土への理解

と愛着を育む文化財を保存継承し、学校教育や社会教育に有効活用されるよう

環境を整えるとともに、これまで継承されてきた伝統芸能など貴重な文化遺産

を活用し、町民の郷土への愛着と誇りを育みます。 

 

すべての人々が、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、生命を大切に

し、社会生活の基本的ルールや思いやりの心を身に付け、社会に貢献しようと

する精神を育むことが求められています。人権教育及び心の教育を充実すると

ともに、権利と義務、自由と責任についての認識を深め、公共心を持ち自立し

た個人を育てる教育を推進します。

 

イ 学校・家庭・地域の連携を深め、地域社会全体の教育力を高めます 

 

ウ 人生を豊かに生きるために、生涯にわたって楽しく学び続ける機会や

場、活躍を支える仕組みを整えます 

 

エ 伝統文化を尊重し、わが郷土に誇りをもつ態度を育てます 

 

オ 豊かな心をもち生命や人権を尊重するあたたかい人を育みます 


